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2007/06/28 

６月２１日（木）例会報告 

会 報 

つ く ば 学 園 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ＿  

１ ＧＳＥ受け入れについて 

  ４／１２～１９の期間、ＧＳＥのメンバー５名を第７分区にて受け入れました。 

  そのうち４／１６に「つくば学園ＲＣ」「阿見ＲＣ」「つくばサンライズＲＣ」の３クラブにて、 

  職業研修のため、「つくば市立図書館」「カスミ本部」を訪問しました。 

 

 

２ 国際親善奨学生の推薦について 

  応募者2名に対し、５／１５・２４の両日、クラブ内面接を行い、クラブ推薦としました。 

 

 

３ 財団寄付について 

  会員の皆様方のご理解とご協力により、下記の通り、多額の寄付を頂きました。 

 

  ・個人寄付   ＄ ６，２４０ 

  ・クラブ寄付    ＄ １，０００ 

   計      ＄ ７，２４０ 

 

  ありがとうございました。 

各担当理事・委員長  事業報告 

ロータリー財団委員会 

           堀越 雄二委員長（田口 幸男副委員長）  
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（１）無断欠席０を目指す。 

 １ １ヶ月前に全会員に月間スケジュールを（含む移動例会）を案内し、 

   併せて各自の出欠予定を返信していただく。 

 ２ 出席予定に変更がある場合は、連絡をいただく。 

 

（２）例会出席率７０％以上を目標とする。 

 １ 出席率の低い会員に対して出席を促し、メイクアップ情報を伝達し、メイクアップの推進を図る。 

 ２ 月間の案内スケジュールに、卓話、イベント内容をいれ、会員に事前情報を伝えることによって、 

   出席率の向上につなげる。 

 ３ 年間出席率100％の会員を表彰する。 

 

（３）e-mailでの情報伝達方式の運用を継続する。 

 １ FAX方式と平行してe-mailでの 

   情報伝達を運用する。 

 ２ E-mailにて近隣クラブの例会情報、 

   メイクアップ情報を配信する。 

 

上記のように、出席率向上はもとより、無断欠席の抑制と

情報伝達手段の再考により、コスト削減を試みる。特にe-
mailでの情報伝達の運用を、次年度の継続にも期待すると

ころである。  

出席委員会 

           路川 淳一委員長（代理 菅原 俊ＳＡＡ）  

１ 本年度は、当クラブより米山奨学生の受入はありませんでした。 

  ロータリー米山奨学金の事業を推進・維持するためにも、会員全員のご理解・ご協力を頂きまして、 

  次年度は米山奨学生の受入が出来ればいいと思います。皆様のご協力を宜しくお願いいたします。 

 

２ １０月の米山強化月間では、 

  米山奨学会の意識と高揚に努め、 

  会員の協力と理解を深めることができました。  

   

  個人寄付(特別寄付金)        50,000円(10,000円×55名) 

  クラブ寄付(普通寄付金)  252,000円  (4,000円×63名)                  

       計                           802,000円 

 

 

３ 本年度、米山功労者になられた方は下記の方です。 

  塚原英夫会員  第1回米山功労者 

  塚田陽威会員  第4回米山功労者(マルチプル) 

米山奨学会委員会 

           綿引 信之委員長（高橋 恵一副委員長） 
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ゴルフ   本多史郎会員 

各同好会  事業報告 

野球      下村正会員 

ボウリング 塚原英夫会員 

秘湯    古本捷治会員 ワイン     上野修会員 
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 ご紹介にあずかりました筑波大学大学院博士課程の和田

龍太と申します。国際親善奨学生へのご推薦を頂き、誠に

ありがとうございました。私は現在、博士課程4年次に在

籍し、武器移転という側面から英米関係に関する研究を

行っております。 

 来年度(2008-2009年)の留学に際して、ロータリー財団

とロータリアンの方々にどのような貢献ができるのか念頭

に置きながら、今後も研究活動に邁進していきたいと思い

ますが、何分まだ不勉強な事が多いので、皆様からのご指

導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

                   和田 龍太 

０８－０９年度国際親善奨学生        和田 龍太 様 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田様 野瀬様  竹林会長 下村新世代奉仕委員長    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増山会長に花束を贈呈する 

ローターアクト竹林会長 

ローターアクト 訪問 
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ニコニコＢＯＸ 

出席率 

本日の合計 ￥２５，０００－ 

本年度累計 ￥１，７１７，０００－ 

会員数 出席数 欠席数 内無届欠席数 出席率 

６３名  ４３名  １７名  ３名 ７１．６６％ 

出席免除 

３名 

ビジター 
和田  龍太  様 08～09年度 国際親善奨学生 

秋田  武史  様  つくば学園ローターアクト 

野瀬  裕太  様  つくば学園ローターアクト 次年度０７０８会長 

竹林  綾子  様  つくば学園ローターアクト ０６０７会長 

浦里  浩司  

長男の通学している高校の先輩が、先日インターハイ出場を決めました。「応援に皆で

行かなくては！」と盛り上がったんですが、会場を聞いたらなんと佐賀！「ん～頑張っ

てきてね！」と皆でつくばから応援することになりました。 

菅原  俊  
来週（最終日）欠席します。 1年間SAAでお世話になりました。どうもありがとうご

ざいました。 

高橋  恵一  

オークラつくばで、7月から年末までの半年間、ワインサロンを開催します。半月ごと

にワイン産地を変え、産地の料理を提供します。ワインサークルにご参加いただけれ

ば、ソムリエがテーブルに付いてレクチャー、特別のエピソードもご紹介します。ぜ

ひ、パートナーを誘って、ご参加下さい。 

田口  幸男  
妻の誕生祝、いただきました。ありがとうございました。 

 

古本  捷治  

ニコニコちょっとオーバー。遊び過ぎで疲れが溜まり、ガキと年寄りしかかからない病

気になり、39度以上の熱が３～４日続き、食事もできませんでした。お陰で3キロや

せました。 

０６０７年度から０７０８年度へロゴの交代 
 



つくば学園ロータリークラブ 
〒305-0047  
茨城県つくば市千現２丁目１番６ つくば研究支援センターＡ２８ 

電話 029-858-0100          FAX  029-858-0101 
Email:gakuenrc@axel.ocn.ne.jp 

■編集後記■ 

人体は約六十憶個の細胞で構成されているらしい。そしてそれぞれの細胞は部位によって胃は五日、心臓

は二十二日、皮膚は二十八日、筋肉は六十日、骨は九十日の周期で生まれ変わりを繰り返している。その 

「代謝」によって三ヶ月ですっかり新しくなる人間の体だが、記憶や知識や知能といった精神は新たな細

胞に引き継いで成長していく。ロータリーも同じで精神を維持し成長する為に毎年再生を繰り返し行って

いると思えば、我々ロータリアンはロータリーという体を構成する細胞と言えるだろう。そうして一年間

活躍をした各細胞もそろそろ交代の次期がやってきた。我流だが「代謝」の字をわけると「無事交代でき

る事に感謝する」となる。個々の細胞として活躍された皆様、そして特に頭脳として活躍をされた増山会

長塚原幹事には最大の感謝を伝えたい。本当にお疲れ様でした。     クラブ会報委員 齊藤 修一      

６月２８日（木） 定時総会 

         次年度事業計画案について 

 

———————————————————————————————————————————[0708石川年度]——— 

７月 ５日（木） 理事  事業計画発表 

７月１２日（木）（夜の移動例会）直前会長・幹事 慰労会  

         会場：霞月楼 PM7：00～ 

７月１６日（月）（移動例会）納涼会・国際交流パーティ  

         会場：ゆかりの森 AM11：00～ 

７月１９日（木）休会 ７月１６日（月）ゆかりの森移動例会と振替 

７月２６日（木）委員長  事業報告発表 

 ホームページもご覧下さい 

 http://www.46gama.com/ 

例会日  木曜日 １２：３０～１３：３０ 

例会場  「オークラフロンティアつくば」 つくば市吾妻１丁目１３６４－１   
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プログラム 予告 


